
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
は

五
世
紀
頃
に
な
る
と
日
本

列
島
（
特
に
北
海
道
）
に
住

ん
で
い
た
人
た
ち
と
は
違
っ

た
文
化
を
持
つ
人
び
と
が
サ

ハ
リ
ン
か
ら
北
海
道
の
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
や
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
の
文
化

を
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
」
と

よ
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

は
、
日
本
海
沿
岸
に
も
広
が

っ
た
と
さ
れ
、
道
南
の
奥
尻

島
で
も
そ
の
痕
跡
が
残
さ
れ

北
構
保
男
氏
が
所
蔵
す
る
「
埋
蔵
文
化
遺
産
」
の
収
蔵
品
が
こ
の
程
、
根
室
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
同
氏
は
中
学
時
代
か
ら
埋
蔵
文
化
の
発
掘
調
査
に
携
わ
り
、
根
室
港
沖
の
弁
天
島
等
で
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
」
等
の
調
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
大
変
貴
重
な
埋
蔵
品
（
数
万
点
）
は
、

北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
全
国
の
博
物
館
が
、
重
要
な
文
化
財
と
し
て
注
目
し
て
い
る
も
の
が
数
多
く

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
根
室
市
に
と
っ
て
「
最
重
要
」
の
文
化
財
と
な
る
も
の
で
す
。

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党

て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
多
く
は
主

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
に
あ

り
、
根
室
で
は
弁
天
島
や
温

根
元
で
も
遺
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
遺
跡
が
主

に
沿
岸
地
帯
で
残
さ
れ
て
お

り
、
内
陸
部
で
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
人

た
ち
を
「
海
洋
の
民
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

鳥
管
骨
製
針
入
れ

弁
天
島
か
ら
発
掘
さ
れ
た
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さ
れ
た
も
の
で
特
に
貴
重
な

も
の
の
一
つ
が
、
上
の
図
右

側
の
「
鳥
管
骨
製
針
入
れ
」
で

す
。
網
走
市
の
道
立
民
族
博

物
館
に
は
、
こ
の
文
化
を
代

表
す
る
文
化
財
と
し
て
こ
の

針
入
れ
の
レ
プ
リ
カ
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
も
ち
ろ
ん
根

室
市
に
は
本
物
が
寄
贈
）

ま
た
、
「
北
構
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
中
の
オ
ン
ネ
モ
ト
貝

塚
か
ら
発
掘
さ
れ
た
「
牙
製

婦
人
像
」
は
、
大
陸
か
ら
の

影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
も

の
の
一
つ
で
す
。
高
さ
が

６
・
５
㎝
、
頭
部
と
背
面
の

下
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
ス

カ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
を
は

い
て
い
る
姿
か
ら
、
大
陸
の

文
化
と
の
つ
な
が
り
の
可
能

性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
あ
る
説
」
で
は
、

手
を
合
わ
せ
た
姿
が
仏
教
文

化
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と

も
言
わ
れ
る
も
の
。
５
世
紀

頃
に
突
如
と
し
て
現
れ
、
謎

の
多
い
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
」

が
ア
ム
ー
ル
川
周
辺
、
サ
ハ

リ
ン
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
、

さ
ら
に
は
千
島
列
島
な
ど
の

広
大
な
地
域
で
活
動
し
て
い

た
だ
ろ
う
こ
と
を
裏
付
け
る

貴
重
な
文
化
遺
産
が
「
北
構

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。

戦
争
法
１
年
・
た
た
か
い
さ

ら
に
・
・
・

安
倍
政
権
に
よ
る
戦
争
法

（
安
保
関
連
法
）
の
強
行
か

ら
１
年
目
と
な
っ
た
１
９

日
、
「
戦
争
法
絶
対
廃
止
に
」

と
全
国
各
地
で
集
会
、
デ
モ

や
街
頭
宣
伝
（
ス
タ
ン
デ
ン

グ
・
ア
ピ
ー
ル
）
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
国
会
周
辺
は
あ

い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
２

万
３
千
人
が
参
加
、
総
が
か

り
実
行
員
会
、
憲
法
共
同
セ

ン
タ
ー
、
弁
護
士
連
合
会
、

学
者
の
会
、
マ
マ
の
会
、
元

シ
ー
ル
ズ
メ
ン
バ
ー
や
元
自

衛
官
な
ど
の
多
数
の
メ
ン
バ

ー
が
「
戦
争
法
は
憲
法
違
反
」

「
南
ス
ー
ダ
ン
の
危
険
性
」

「
市
民
運
動
で
安
倍
政
権
を

包
囲
」
な
ど
と
次
々
と
発
言
。

「
野
党
共
闘
『
今
年
は
本
気

で
共
闘
を
』
」
の
声
が
会
場
に

大
き
く
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

根
室
で
は
街
頭
宣
伝

根
室
市
で
は
、
１
９
日
が

「
北
方
領
土
歩
こ
う
会
」
の

た
め
、
１
７
日
午
後
１
時
か

ら
西
浜
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
「
戦
争
さ
せ
な
い
・

九
条
壊
す
な
総
が
か
り
行
動

根
室
実
行
委
員
会
」
が
ア
ピ

ー
ル
行
動
（
左
端
の
写
真
）
。

久
保
田
陽
・
佐
藤
巧
（
九
条

の
会
世
話
人
）
、
神
田
雄
一
（
九

条
の
会
事
務
局
）
、
坂
本
勇
治
（
根

労
連
）
、
鈴
木
一
彦
（
共
産
党
根

室
市
委
員
会
）
神
忠
志
（
九
条
の

会
事
務
局
）
の
各
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
橋
本
竜
一
氏
（
九
条
の

会
事
務
局
）
が
安
倍
政
権
は
、

国
民
に
と
っ
て
「
不
安
倍
増
」
、

「
ア
ベ
政
治
許
す
な
」
「
戦
争

法
廃
止
」
を
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
行
い
、
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。


